













営組織論におけるコーポレ トー・アイデンティティ研究が挙げられる。これは 1960 年代に欧米の先
進企業によって導入され効果をあげたものであり、経営学者の加護野忠男によると、日本においては






















































































































































































とし「大学版コーポレ トー・アイデンティティ」の刷新が行われた。この時期は、1975 年以降 30％未
満でほぼ横ばい状態だった大学進学率が、95 年には 30%を超えて微増した。さらに 2000 年以降は
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ないであろうか。次章では、大学組織における組織アイデンティティの意義を再検討する。































































































うにノ トーパソコンでの編集作業を想定した。これについても、広報映像は 30 分以内の完成映像を
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河井：ユニバーシティ・アイデンティティの現代的意義












































生の割合が 47.3%（そのうち 0 時間が 9.8％を占めており活動実体のない部員も多い）であるのに対し、
アルバイトは 43.7％の学生が 11 時間以上となっていることからも、授業外での大学生の日常において、
決してサークルや部活動が大きな割合を占めるものではない ( ベネッセ教育総合研究所 2012:55)。大
学滞在時間も 2008 年から 2012 年を比較すると、25.1%から 24.5%へ 0.6 時間の減少がみられる。こ
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